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第 2 学年 1 組 数学科学習指導案 
 

期 日 平成 25 年 12 月 4 日（水） 
学校名 美郷町立邑智中学校 
授業者 福 田 卓 史 

 
１）単元名 第 2 学年 図形の性質と合同 
 
 
２）単元の目標 

 平行線の性質，三角形の角についての性質，三角形の合同条件などに関心をもち，それらを活用

して新たな図形の性質を見いだしたり証明したりしようとする。（数学への関心・意欲・態度） 
 平行線の性質，三角形の角についての性質，三角形の合同条件などを活用しながら，新たな図形

の性質を見いだしたり，数学的な推論の方法を用いて論理的に考察したりすることができる。（数

学的な見方や考え方） 
 平行線の性質，三角形の角についての性質，三角形の合同条件などを，数学の用語や記号を用い

て簡潔に表現することができる。（数学的な技能） 
 平行線の性質，三角形の角についての性質，三角形の合同条件，図形の証明の必要性と意味及び

その方法などを理解することができる。（数量や図形などについての知識・理解） 
 
 
３）基盤（生徒観は省略） 
＜教材観＞ 

 小学校から中学校 1 年生においては，簡単な平面図形や立体図形の意味や性質について学習する

ことで，図形についての感覚を養っている。また，図形の性質を見出したり説明したりする過程の

中で，物事を考える力や表現する力も育てている。この単元では，観察や操作を通して図形の性質

を見出し，その性質が正しいことを論理的な方法で証明するための基礎的な能力を養う。また，そ

の証明の必然性や，自分のことばでわかりやすく他者に伝わるように表現することのよさや有用性

を認識させる。本格的な論証のスタートとなる重要な単元といえる。 
 

＜指導観＞ 
本単元「図形の性質と合同」より，論証が本格的にスタートすることになるが，文字式の利用や

連立方程式の解法など，説明文を書きながら解答をつくることについては，意識的に指導してきた。

正しいと認められたことを根拠に証明していくことや，仮定と結論をはっきりさせて証明していく

ことについて，わかりやすく指導していきたい。そのために，角の大きさを求めるような基本的な

問題においても，どうやって求めたか，一つ一つ確認しながら授業を進めたい。さらに，学んだ性

質や条件を使って問題を考えているということを意識させながら対頂角の性質をはじめとする基

本的なことがらを系統的に整理して理解させていきたい。 
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４）単元指導計画と評価計画（全 19 時間） 
中単元 小単元 授業時間数 

1 平行線と角 

(1) 直線と角 3 時間 

9 時間 (2) 三角形の角 2 時間 
(3) 多角形の内角と外角 3 時間 
(4) 平行線と角のまとめ 1 時間 

2 三角形の合同 (1) 合同な図形 1 時間 4 時間 (2) 三角形の合同条件 3 時間 
3 証明 (1) 証明のしくみ 4 時間(本時 2／4) 4 時間 
4 単元のまとめ まとめテストと補充 2 時間 2 時間 

 
小
単
元 時 ねらい 学習活動 観点別評価規準 

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解 
1 平行線と角     

１ 

直
線
と
角 

1 

(1)直線と角 
対頂角の意味と

性質，同位角，

錯角の意味を理

解する。 

・対頂角の意味と

対頂角の性質 
・同位角・錯角の

意味 

操作や観察に意欲

的に取り組み，対

頂角の性質や平行

線の性質，平行線

になる条件などに

ついてその性質を

確かめようとした

り，それを使って

角の大きさなどを

調べようとしたり

している。 

対頂角の性質や平

行線の性質，平行

線になる条件につ

いて予想したこと

が一般的に成り立

つことを演繹的な

考察で説明するこ

とができる。 
 

対頂角や平行線の

性質を使って，角

の大きさを求める

ことができる。 

対頂角，同位角，

錯角の意味を理解

している。 
 

 

2 

平行線の性質，

平行線になる条

件を理解する。 

・平行線の性質 
・平行線になる条

件 
～説明の仕方～ 

平行線になる条件

を使って，2 直線の

位置関係を説明す

ることができる。 

対頂角の性質，平

行線の性質，平行

線になる条件を理

解している。 

3 

平行線の性質，

平行線になる条

件を活用するこ

とができる。 

・平行線の性質，

平行線になる条

件の問題 
・平行線と折れ線

の角度の求値問

題 

問題を解くために

補助線を利用して

考えることができ

る。 

 補助線の必要性を

理解している。 

２ 
三
角
形
の
角 

4 

三角形の内角と

外角の性質につ

いて理解し，そ

れを使って図形

の角の大きさを

求めることがで

きる。 
 

・三角形の内角の

和 
・三角形の内角と

外角の性質 

すべての三角形の

内角の和が 180°
であることの理由

を説明する必要が

あり，証明の方法

を考えようとして

いる。 
 

 三角形の内角と外

角 の 性質 を使 っ

て，角の大きさを

求めることができ

る。 

 

5 

鋭角，鈍角の意

味を知り，それ

によって三角形

を分類すること

ができる。 

・角の大きさによ

る分類 
・三角形の分類 

角の大きさによっ

て三角形が分類で

きることに関心を

持つ。 

  鋭角，鈍角の意味

を理解し，三角形

が内角の大きさに

よって分類できる

ことを理解してい

る。 
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小
単
元 時 ねらい 学習活動 観点別評価規準 

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解 

３ 

多
角
形
の
内
角
と
外
角 

6 

多角形の内角の

和を三角形の分

割により求める

ことができる。 

・多角形の内角の

和 
多角形の内角の和

や外角の和に関心

を持ち，それぞれ

三角形に分割した

り，内角の和を利

用したりするなど

既習の内容を生か

して考えようとし

ている。 

多角形の内角の和

を，三角形の性質

をもとに考え，一

通りだけでなく，

いろいろな方法に

よって求めること

はできないかを考

察できる。 

  

7 

多角形の外角の

和を，多角形の

内角の和を利用

して求めること

ができる。 

・多角形の外角の

和 
 多角形の外角の和

の求め方を，内角

の和を利用して考

え るこ とが でき

る。 

 多角形の内角と外

角の意味を理解し

ている。 

8 

多角形の内角と

外角の和につい

ての問題を解く

ことができる。 

・多角形の内角の

和や外角の和を

求めること 

  多角形の内角の和

を求めることがで

きる。 
多角形の内角の和

や外角の和の性質

を使って，図形の

角の大きさや図形

が何角形であるか

を求めることがで

きる。 

多角形の内角の和

と外角の和の求め

方 を 理解 し て い

る。 

４ 

ま
と
め 

9 

平行線と角の問

題を解くことが

できる。 

・補助線をひく問

題 
楔形 

 学んだことをも

とにして，問題を

解くためにいろい

ろな方法で補助

線を利用して考え

ることができる。 

 楔形の角の関係

を理解している。 

2 三角形の合同     

１ 

合
同
な
図
形 

10 

合同な図形とそ

の性質を理解す

る。 

・合同な図形とそ

の表し方 
・合同な図形の性

質 

合同な図形の性質

を使って，対応す

る線分の長さや角

の大きさを求めよ

うとしている。 

 合同な図形を見つ

け出し，記号≡を

使って表すことが

できる。 
合同な図形の性質

を使って，線分の

長さや角の大きさ

を求めることがで

きる。 

 

２ 

三
角
形
の
合
同
条
件 

11 

三角形の合同条

件を導き出すこ

とができる。 

・合同な三角形を

つくるための方

法 
三角形の合同条

件 

2 つの三角形が合

同になる条件に関

心を持ち，それら

の条件を調べよう

としている。 
 

三角形の 3 つの辺，

3 つの角の 6 要素

のうち，どの辺と

どの角との組み合

わせによって合同

かどうかを判定で

きるのかを考える

ことができる。 

  

12 

三角形の合同条

件を使って合同

な三角形を見つ

け出すことがで

きる。 

・三角形の合同条

件に基づいて判

断すること 

 2 つの三角形が合

同であることを示

すのに，どの合同

条件を使えばよい

かを考えることが

できる。 

三角形の合同条件

をもとに 2 つの三

角形が合同である

か ど うか を判 断

し，記号≡を使っ

て表すことができ

る。 

 

13 

三角形の合同に

ついての理解を

深める。 

・三角形の合同条

件の問題 
三角形の合同条件

を利用して，合同

な三角形を見つけ

ようとしている。 

  三角形の合同条件

の意味や内容を理

解している。 
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小
単
元 時 ねらい 学習活動 観点別評価規準 

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解 
3 証明     

１ 

証
明
の
し
く
み 

14 

根拠を示しなが

ら筋道を立てて

仮定から結論を

導くという証明

のしくみについ

て理解し，簡単

な証明の進め方

を知る。 

・証明の必要性 
・仮定，結論と証

明の流れ 
～交わる線分に

関する性質 

証明のしくみに関

心を持ち，そのし

くみや仮定や結論

について考えよう

としている。 
〔観察・ワークシ

ート〕 

 仮定と結論を区別

す る こと がで き

る。〔小テスト〕 

 

15 

根拠を示しなが

ら筋道を立てて

仮定から結論を

導くという証明

のしくみについ

て理解し，簡単

な証明をするこ

とができる。 

・三角形の合同条

件を使った証明

問題 
①共通な角に注

目して楔形の図

形の中から合同

な三角形を見つ

け仮定や結論に

ついて考える。 

 仮定から導き出す

ことのできる結論

について予想し，

それが正しいこと

を既習事項に帰着

させて考察するこ

とができる。〔観

察・ワークシート〕 

三角形の合同条件

を用いて証明する

ことができる。 
〔ワークシート〕 

 

16 

これまでに学ん

だ基本性質をま

とめ，証明の根

拠として使うこ

とができる。 
 

・三角形の合同条

件を使った証明

問題 
②平行線になる

条件を用いた証

明 

図形の性質を，三

角形の合同条件な

どを用いて証明し

ようとしている。

〔観察・発表・ワ

ークシート〕 

仮定やすでに正し

いと認められてい

ることがらを根拠

にして結論を導き

出 す こと がで き

る。〔観察・発表・

ワークシート〕 

 仮定，結論の意味，

証明の根拠になる

ことがらや性質を

理解している。〔ワ

ークシート・小テ

スト〕 

17 

これまでに学ん

だ基本性質をま

とめ，証明の根

拠として使うこ

とができる。 

証明でよく使う

性質のまとめ 
証明問題に使っ

ていくこと 
問題練習 

  証明の手順にした

がって，証明を記

述することができ

る。〔小テスト〕 

証明のための構想

や方針の必要性と

意味，記述方法を

理解している。〔小

テスト〕 

章
末 

18 

19 

      

 
 
 
 
 
５）本時の活動 
① 本時のねらい 

○仮定から導き出すことのできる結論について予想し，それが正しいことを既習事項に帰着させて

考察することができる。【数学的な見方や考え方】 
○三角形の合同条件を用いて証明することができる。【数学的な技能】 

 
② 本時の展開 

学習活動と予想される生徒の反応 ☆評価と教師の支援 

1. 2 つの三角形が合同といえるかを簡単な図形で確

認する。 
2. 本時の目標を確認する。 
(1)仮定から導き出すことのできる結論を見つけよう。 
(2)学んだことを使って証明してみよう。 

○本時の学習について，見通しが持てるよ

うに，三角形の合同条件を使えるかどう

か，使えるなら合同条件を答えることを，

フラッシュカードで行う。 

3. 三角形の合同を用いた証明の進め方を確認する。 ○仮定と結論の確認をする。 
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4. 次の問について学習を進める。  
 

右の図で， 

AB=AC，AQ=AP ならば， 

結論 

であることを証明しましょう。 
A B

C

Q

P

O

 
あ 
(1) ワークシート③ 

１～３の手順に従って，作図をし，図を完成させ

る。 

○個人作業ののち，グループで確認する。 

(2) 作図から等しくなる，または，等しくなりそうな

線分や角を書きだし，仮定，根拠となることがら，

結論に分類する。 
 
班ごとに発表する。 

○仮定，根拠となることがら，結論に分類

するために，付箋を使ってグループで話

し合いながら進める。 
○△ABQ と△ACP の合同に気づかない生

徒には，模型を提示して 2 つの三角形が

重なっているという見方ができること

を助言する。 
(3) ワークシート④ 

分類した組み合わせをもとに班ごとに結論を決

定し，証明に挑戦する。 

○ほかの班の発表を参考にして，班ごと

に，結論を決め，証明をする。 
☆仮定から導き出すことのできる結論に

ついて予想し，それが正しいことを既習事

項に帰着させて考えることができる。〔観

察・ワークシート〕 
(4) 各班の証明を発表しあい，学級全体で確認する。 ○根拠を示しながら，筋道を立てて説明で

きるように助言する。 
○1 組の三角形の合同を示すことで，いく

つかの結論を導き出せることに気づか

せる。 
☆三角形の合同条件を用いて証明するこ

とができる。〔ワークシート〕 
5. 自己評価をし，本時の振り返りをする。  

 
③ 本時の評価 

 十分満足できると判断され

る生徒の具体例 
おおむね満足できると判断

される生徒の具体例 
支援が必要とされる生徒へ

の指導の手立て 
数学的な 
見方や 
考え方 

仮定から導き出すことので

きる結論について予想し，

それが正しいことを既習事

項に帰着させて考え，多様

な方法で三角形の合同条件

を用いて証明することがで

きる。 

仮定から導き出すことので

きる結論について予想し，

それが正しいことを既習事

項に帰着させて考え，三角

形の合同条件を用いて証明

することができる。 

今まで学習した内容を振り

返り，すでに正しいと認め

られたことがらを確認する

ことで，等しいといえる根

拠を考えるきっかけとなる

よう支援する。 
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証明のしくみ ワークシート③ 番 氏名 
図をかいてみましょう。 
下の図で， 

１ (1)線分 AB 上に点 P をとりましょう。 

(2)点 A から半直線 AX をひきましょう。ただし，直線 AB と重ならないように。 

２ コンパスを使って，半直線 AX 上に AB=AC，AP=AQ となる点 C，Q を 

それぞれとりましょう。 

３ B と Q，C と P を結び，線分 BQ と CP の交点を O としましょう。 

 
 
 
 
 

           

A
B

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合同を示すことができそうな
三角形の組 

図から等しくなる，または，等しくなりそうな線分や角を書
きましょう。 

等しくなりそうな線分や角か
ら１組選びましょう。 
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 証明のしくみ ワークシート④ 番 氏名 
 
☆ ほかの班の考えも参考にして，結論としてどのようなものがふさわしいかを再度考え

ましょう。いくつか候補をあげ，班で話し合いをし，下の結論の中に決定したことを

書き入れ，証明に挑戦しましょう。 
 

右の図で， 

AB=AC，AQ=AP ならば， 

結論 

であることを証明しましょう。 

図 

〔話し合いメモ〕 なぜ，この結論とすることに決定したのか。 
理由を書きましょう。 

 
 
 
☆証明を完成させましょう。証明のしくみ ワークシート①を参考にしましょう。 
 
証明 証明の書き方 

 合同を示したい 2 つの三角形をかく。 

 ・仮定からいえることを 

 等式で書いておく。説明に必要な 

 等式には番号を付けておく。 

 ・仮定以外でいえることを，理由を示 

 して等式で書いておく。 

 ・3 つの条件がそろったら，合同条件 

 を正しく書いて，2 つの三角形を 

 合同マーク「≡」を使って表す。 

 ・合同な図形の性質をかく 

 ・対応する辺や角について等しいことを等式で表す。 

 ⇒結論を示すことができた。 
 



 

‐ 8 ‐ 

証明のしくみ ワークシート⑤ 番 氏名 
 

右の図で， 

AB=AC，AQ=AP ならば， 

結論 

であることを証明しましょう。 
A B

C

P

Q

O

 
 
証明 証明の書き方 

△ABQ と△ACP において 合同を示したい 2 つの三角形をかく。 

仮定から ・仮定からいえることを 

C P =C P ・・・① 等式で書いておく。説明に必要なも 

C P =B P ・・・② のには番号を付けておく。 

対頂角は等しいであるから ・仮定以外でいえることを，根拠を示 

C  P =B  P ・・・③ して等式で書いておく。 

①，②，③より，2 辺とその間の角が ・3 つの条件がそろったら，合同条件 

それぞれ等しいから， を正しく書いて，2 つの三角形を 

△CBP≡△CBP 合同マーク「≡」を使って表す。 

合同な図形では対応する辺の長さは等しいから， ・合同な図形の性質をかく 

C  B =C  B 
・対応する辺や角について等しいことを等式で表す。 

⇒結論を示すことができた。 
 
ほかの証明をしたり，もう一度やってみたりするために使いましょう。 

証明 証明 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
裏を使ってもかまいません。 


